





















　これらの諸課題に取り組む目的で、徳島大学総合科学部考古学研究室では、2014 年〜 2016 年度日
本学術振興会科学研究費（基盤研究 C26370897『縄文／弥生移行期における農耕の実態解明に関する
研究』）を活用して徳島市三谷遺跡の発掘調査を継続している。ここでは、2015 年 2・3 月におこなっ
た第 1 次調査、同 9 月におこなった第 2 次調査（以上、三谷遺跡徳大 1・2 次調査）の成果を報告す
ることとする。なお、第 3次調査（三谷遺跡徳大 3次調査）は 2016 年 2・3 月に予定している。
１．遺跡の立地と環境
　吉野川下流の海岸線は、縄文海進期において現 JR 高徳線からさらに西方にいたるまで侵入する三
角江を形成したと考えられている（阿子島 1972、古田 1996・1999、中尾 1997）。その後も徳島平野
の三角州形成は遅れたと考えられ、海蝕痕の残る旧臨海部の丘陵付近を除いて、出土する遺物の多く
は平安期以降である。旧砂堆と考えられる微高地からも、縄文時代から古墳時代にかけての遺物が出




























　三谷遺跡の西方 500 ｍほどのところには庄・蔵本遺跡（第 1図 2）註 2）が位置する。庄・蔵本遺跡では、
遺跡西端部の旧大蔵省蔵本団地地点において、縄文時代後期後葉および晩期中葉の開析谷と、それに
隣接する集落跡がみつかっている（森本・湯浅 1996、前川 1997、岡山 1999）。続く縄文時代晩期末・
弥生時代前期初頭の遺構・遺物は、大学構内南西端〜山麓（北條編 1998、勝浦 1999）と南東端〜山麓（中
村 2010、近藤編 2014）の 2 か所に点在する。弥生時代前期中葉には集落が拡大し、開析谷を水源と
する大規模な灌漑施設や水田遺構がみつかっている。この灌漑施設や水田遺構は弥生時代前期末・中
期初頭には埋没し、廃絶されるが、拡大した微高地には有力な遺跡が営まれ続ける。


































































































　A地区は、浄水場北側の耕作放棄地南西部分に設定した（第 2図、写真 2奥、写真 3）。現地表は標




　第 1 層は水田耕作土である。15cm ほどの厚さを持つ。下半部分から近世の陶磁器が出土すること
がある。第 2 − 2 層は暗灰黄色シルト層で、弥生時代前期末〜古代にかけての旧地表（土壌化層）で































　B地区は、浄水場北側の耕作放棄地南東部分に設定した（第 2図、写真 2手前、写真 4〜 6）。現地




　第 1 層は水田耕作土である。15cm ほどの厚さを持つ。下半部分から近世の陶磁器が出土すること
がある。第 2 − 1 層は褐灰色シルト層で、弥生時代前期末から平安・鎌倉期におよぶ遺物を含んでいる。
古代から中世にかけての整地層・耕作土層と考えられる。B 地区ではとくに厚く堆積し、開析谷に残
された起伏を埋める整地層としての機能をうかがわせる。標高約 1.4 ｍにみられ、40cm ほど堆積す






一部を検出したとみられる。この落ち込みを開析谷 SX01 とする（第 5・6 図、写真 4 〜 6）。1924・























































第 7図　B地区開析谷 SX01 出土土器 1
論文 13
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開析谷 SX01 出土遺物
　開析谷 SX01 第③〜⑤層からは、弥生時代中・後期の土器・石器が出土した（第 7〜 9図、写真 5・
6）。なお、第①・②層は、凹地として残された部分に後世堆積し、撹拌を受けたもので、古代までの
土器が出土する。いずれも小片であり図示にはいたらない。
　第 7 図 1 〜 6 は弥生時代中期後葉の壺と考えられる。1 は口縁部に 4 条の凹線を施す。以下、櫛原
体による押し引き、簾状文、櫛描文 2 条を施す。2・5・6 は口縁部に凹線を施す。口縁端部に面取り
を施す。3 は無文の土器である。4 は壺の胴部で、櫛描波状文下に凹線文を施す。7・8 は弥生時代後
期の壺である。7は頸部〜胴部で、口縁部に凸帯、胴部に渦巻文を施す。8は無文の壺口縁部である。









または壺の口縁部である。10 〜 12 は杯蓋である。いずれも 6世紀代のものであろう。
　第 11 図 1・2 は土師器皿、3 は土師器の高台部である。4
は須恵器の高台部、5 は黒色土器椀である。第 2 層からは瓦
器の小片も出土しており、これが下限となる。6 〜 9 は土錘






　第 12 図 1 は棒状の敲石である。体部と上下端に敲打痕が
みられる。硬質砂岩（変成作用を受けた砂岩）製である。2
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　第 1 層は水田耕作土である。20cm ほどの厚さを持つ。下半部分から近世の陶磁器が出土すること
がある。直下に第 2 − 1 層の堆積がみられる。約 1.6 ｍにみられる第 2 − 5 層は灰黄褐色シルト質極細
砂層である。縄文時代晩期末から古代までの土器を含む。B 地区第 4 層相当を起源とし、縄文時代晩
期末から古墳時代・古代にいたるまで旧地表として機能し続けた土壌化層と考えられる。B 地区第 4
層は標高約 1 ｍにみられることから、開析谷肩付近より約 60cm 高い微高地として縄文時代晩期末に
はすでに生活域として機能していた可能が高い。この起伏を弥生時代前期末・中期初頭の洪水砂（第
















































量に含む。C − 4 層は暗灰黄色シルト質極細砂層で、炭化物・鉄分を含む。標高約 1.3 〜 1.1 ｍである。
縄文時代晩期末・弥生時代前期初頭の遺物を含む。縄文時代晩期末以前に堆積した微高地形成層を起
源とする。縄文時代晩期末・弥生時代前期初頭に利用され、当該期の土器・石器などの遺物を多量に
含む。なお、A・Ｂ地区にみられる同様な洪水砂起源層として、3 − 1・2 層をあげることができる。C − 3・
4 層はこれらと比較して、より硬く締まっており、土壌の粒子も若干粗いものを含んでいる。C − 5 層
は暗オリーブ色粘質シルト層である。標高約 1.1 〜 0.8 ｍである。この層以下無遺物層となる。C − 6
層は茶褐色粘土層であり、炭化物・鉄分・有機物を多く含んでいる。縄文時代晩期末より古い黒色土
層である。標高約 0.8 〜 0.6 ｍに堆積する。C − 7 層は灰オリーブ色粘土層である。標高約 0.6 〜 0.4
ｍに堆積する。C − 8 層は灰オリーブ色細砂混じりシルト層。標高約 0.4 〜 0.3 ｍに堆積する。C − 9
層は黒色粘土層。C − 6 層以前の古い黒色土層である。標高約 0.3 〜 0 ｍに堆積する。なお、C − 6・9
層の土壌サンプルを採取している（第 13 図、写真 8）。
遺構・遺物
　C − 3 層上面より弥生時代前期初頭の土坑 SK01 を検出した（第 14 図、写真 9・10）。C 地区北端部
に相当する。壺の胴部下半〜底部にかけての大型破片がみられた。
　C − 3・4 層からは、ほかにも縄文時代晩期末・弥生時代前期初頭の土器が出土している。また、石
棒製作時に生じたとおぼしき結晶片岩の剥片や、風化面を顕著に残す中型のサヌカイト剥片など注目
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ま　と　め







れていることから、1924・25 年調査区の西側と 1990・91 年調査区の北側とに微高地が存在し、当該
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写真 3　A地区　北東より 写真 4　B地区層序　南東より
写真 6　B地区 SX01 遺物出土状況　西より
写真 8　C地区層序　西より
写真 10　C地区 SK01 遺物出土状況　北より
写真 5　B地区 SX01 掘削風景　南より
写真 7　C地区作業風景　北東より
写真 9　C地区 SK01　南東より
